
大阪中央労働基準監督署管内における飲食店の令和６年４月末現在の休

業４日以上の死傷者数は、25人で、前年同期と比較すると、66.6％の増加と

なっています。

大阪労働局・大阪中央労働基準監督署 R６.５

事故の型別でみると転倒によるものが
最多で、飲食店においては、水や油を
使用する機会が多く、作業スペースが狭
隘なことも多いため転倒災害が増加す
る傾向にあります。
また、特に高年齢労働者が転倒した
場合には重傷化する割合も高いので、
「お客様のための安全」とともに「働く人の
安全」にも意識を向けていただき、今一
度、労使が一体となって労働災害防止
対策に取り組んでいただきますようお願
いいたします。 0 5 10
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転倒しにくい作業方法
「あせらない 急ぐときほど 落ち着いて」

その他の対策

・歩行場所に物を放置しない

・床面の汚れ（水､油､粉
など）を取り除く

・床面の凹凸、
段差などの解消

・時間に余裕を持って行動

・滑りやすい場所では小さな
歩幅で歩行

・足元が見えにくい状態
で作業しない

・作業に適した靴の着用

・職場の危険マップの作成に
よる危険情報の共有

・転倒危険場所に
ステッカーなどで
注意喚起



飲食店における
労働災害防止マニュアル

労働災害防止のための
好事例集

小売業・飲食店における
労働災害防止の進め方

転倒、腰痛予防「いきいき健康体操」

YouTube動画

安全衛生サポート事業

無料で安全衛生の専門家のアドバイスが
受けられます。
是非お申込みください！

飲食店の労働災害を防止しよう
～飲食店における災害事例と防止対策～

大阪労働局
YouTube動画

従業員の幸せのための安全アクション
Safer  Action  For  Employees

コンソーシアムが立ち上がりました。

ＳＡＦＥコンソーシアムポータルサイトはこちらです。→

加入は無料です。是非ご加入ください！

職場での安全教育にご活用ください

飲食店の労働災害を
防止しよう

エイジフレンドリーガイドライン

高年齢労働者の労働災害防
止対策はこちらをご覧ください

補助金もありますので是非ご
確認ください！

補助金のご案内
はこちら→

出典：中央労働災害防止協会「転倒防止のためのチェックツール」（https://www.jisha.or.jp/web_chk/）

https://www.jisha.or.jp/web_chk/

